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	 〜追悼行事と復興イベントでつなぐ記憶〜

06	 みなみあそダイアリー

09	 大切なお知らせ
金婚・ダイヤモンド婚をお祝いします／熱
中症特別警戒情報について／RSウイルス
母子免疫ワクチンが定期接種（無料）になり
ます／児童手当現況届の提出について／
新規採用職員紹介／税の滞納について／
各種健診（検診）の実施について

16	 みなみあそ情報ひろば

19	 図書室だより
	 学校通信

20	 みなみあそ観光局便り
	 村と人
	 一品どうぞ

21	 ハートがたくさんの村づくり
	 なんでも南部分署
	 ポリスインフォメーション

22	 教えて！村長さん

23	 3歳になったよ！
	 出生・おくやみ・社協告知板
	 編集後記

24	 南阿蘇カレンダー

南阿蘇村の
人口・世帯数
　男　 4,811 （＋11）
　女　 5,027 （＋15）
　計　 9,838 （＋26）
世帯数 4,874 （＋31）

〈令和8年4月30日現在（前月比）〉

今月の表紙
熊本地震災害犠牲者南阿
蘇村追悼式の花祭壇。犠
牲者を偲び、百合や蘭な
どの生花が施されまし
た。
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平
成
28
年
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
か
ら
、

こ
の
4
月
で
10
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
震
災
で
は
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
、

村
も
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
一
方

で
、
震
災
を
き
っ
か
け
に
新
た
な
出
会
い

や
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
、
全
国
各
地
か
ら

多
く
の
温
か
い
支
援
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
支
援
に
助
け
ら
れ
、
村
は
一
歩
ず
つ

力
強
く
歩
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
犠
牲
に
な
ら
れ
た
人
た
ち
へ
の
追
悼
の

思
い
を
胸
に
、
私
た
ち
は
こ
の
記
憶
や
経

験
、
教
訓
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
、
次

の
世
代
へ
と
語
り
継
い
で
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
村
で
は
4
月
16
日

に「
熊
本
地
震
災
害
被
害
者
南
阿
蘇
村
追

悼
式
」を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
復
興
ま

で
の
歩
み
を
ふ
り
返
る
特
別
展
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
今
回
は
、
震
災
か
ら
10
年
と
い
う
節
目

に
村
内
で
行
わ
れ
た
追
悼
行
事
や
復

興
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
振
り
返
る
と
と

も
に
、
震
災
か
ら
の
教
訓
を
ふ
ま
え

た
取
り
組
み
な
ど
を
特
集
し
ま
す
。

〜
追
悼
行
事
と
復
興
イ
ベ
ン
ト
で
つ
な
ぐ
記
憶
〜

熊
本
地
震
か
ら
10
年
。村
の
絆
と
歩
み
を
未
来
へ

特
集

KIOKUでの復興祈念LIVEにて、
山々を背景に演奏される田尻さん

　
４
月
２
日
、
熊
本
地
震
震
災
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

K
I
O
K
U
に
て
、「
熊
本
地
震
10
年
復
興
祈
念 

L
I
V
E
」（
田
尻
大
喜
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
コ
ン
サ
ー

ト
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
田
尻
さ
ん
は
世
界
で
活

躍
す
る
ト
ラ
ン
ぺ
ッ
タ
ー
で
、
ご
自
身
も
前
震
直

後
に
熊
本
に
入
り
、
本
震
を
経
験
さ
れ
た
当
事
者

で
も
あ
り
ま
す
。
以
来
、
熊
本
地
震
や
東
日
本
大

震
災
の
被
災
地
へ
の
支
援
活
動
を
精
力
的
に
続
け

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
当
日
、
広
場
に
は
穏
や
か
な
バ
ラ
ー
ド
か
ら
明
日

へ
の
エ
ー
ル
を
送
る
曲
ま
で
、
情
感
豊
か
な
楽
曲
の

美
し
い
音
色
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。田
尻
さ
ん
は「
震

災
後
も
10
年
後
の
現
在
も
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
音
で

南
阿
蘇
の
皆
さ
ん
を
元
気
に
す
る
こ
と
が
で
き
て
嬉

し
い
」と
笑
顔
で
語
ら
れ
ま
し
た
。（
写
真
❷
）

　
4
月
10
日
か
ら
5
月
31
日
ま
で
、
阿
蘇
立
野

ダ
ム
展
望
施
設
タ
テ
ッ
ト
施
設
内
の
展
示
ス

ペ
ー
ス
に
て
、
村
の
復
興
の
歩
み
を
新
聞
記
事

で
振
り
返
る
特
別
展
示
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
南
阿
蘇
鉄
道
や
立
野
地
区
の
住
民
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
な
ど
、
村
の
復
興
に
関
連
し
た
新
聞
記

事
を
12
枚
の
パ
ネ
ル
に
収
め
、
こ
の
10
年
の
歩

み
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
企
画
は
タ
テ
ッ
ト
の

オ
ー
プ
ン
と
同
時
に
始
ま
り
、
タ
テ
ッ
ト
に
訪

れ
た
人
々
が
施
設
を
楽
し
み
な
が
ら
ゆ
っ
く
り

と
展
示
を
眺
め
て
い
ま
し
た
。（
写
真
❹
）

02
熊
本
地
震
10
年

復
興
祈
念 

L
I
V
E

04
新
聞
展
示
企
画

「
あ
の
日
の
キ
オ
ク
」

　
４
月
16
日
、
役
場
に
て「
熊
本
地
震
災
害
犠
牲
者

南
阿
蘇
村
追
悼
式
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
に
は
遺
族
や
村
関
係
者
な
ど
約
90
人
が
参
列

し
、
祭
壇
を
前
に
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
、
犠
牲
者
の

冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。（
写
真
❶
）

　
4
月
13
日
か
ら
27
日
ま
で
、役
場
1
階
ロ
ビ
ー

で
村
の
復
興
の
歩
み
を
振
り
返
る
特
別
展
示
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
村
民
を
は
じ
め
役
場
を
訪
れ

た
人
が
立
ち
寄
り
、
パ
ネ
ル
や
当
時
の
広
報
紙

を
眺
め
、
当
時
の
村
内
の
被
害
状
況
や
復
興
し

て
い
く
姿
を
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。
震
災
を

経
験
し
て
い
な
い
人
に
も
熊
本
地
震
を
知
っ
て

も
ら
う
機
会
と
な
り
ま
し
た
。（
写
真
❸
）
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❶10年の想いを胸に集まった参列者
❷トランペットの音色を楽しむ観客
❸役場で行われた展示スペース
❹タテットでの展示スペース
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❹

❸
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▲「大地の讃歌」を大切に歌う歌桜会のメンバー

▲有識者の話に耳を傾ける参加者

▲あそ望の郷くぎのから見えたブルーインパルス

▲展示を見て回る来場者

05 地震ニ学ブ
（復興までの軌跡パネル展示）　

　4月29日に、旧立野小学校にて地震の経験を未来へ伝える
復興までの軌跡パネル展示が開催されました。この企画は立野
地域の自然や地震の記憶を手掛かりとして、くらしや防災につ
いて考えることを目的に、阿蘇火山博物館、熊本大学のくまも
とサイエンスカフェ、九州電力水力開発総合事務所、国土交通
省九州地方整備局阿蘇砂防事務所と共同で行われました。
　当日、会場に訪れた人は展示を巡り、それぞれの団体の視点
から学びや気づきを得ていました。

▲交流を行った参加者

07 南阿蘇村復興祭

10 歌桜会
　毎日夕方6時に村内の防災行政無線で流れる村民の歌「大地の
讃歌」。この歌を歌いたい、多くの人に届けたいという思いで集
結し、誕生したのが「みなみあそ歌桜会」です。
　地震で被災したメンバーもいらっしゃいますが、地震後は歌
を通して村を元気にしようと精力的に活動を続けてきました。
その想いが繋がり、4月には、全国放送で歌唱やインタビューを
受けられる映像が放映されました。現在も毎週金曜日の午前10
時から2時間、久石にある如水館阿蘇分館で練習に励まれており、
これからもイベントなどで歌を歌い続けていかれます。

06 熊本地震10年
『熊本地震を未来へどう語り継ぐか』シンポジウム

　４月14日、熊本地震震災ミュージアムKIOKUで、
震災の記憶と教訓を次世代へつなぐための特別シンポ
ジウムが開催されました。「今後の備えを考える」をテー
マにした講演と、「熊本地震をどう語り継ぐか」をテー
マに阪神・淡路大震災、新潟県中越地震、東日本大震災
の被災地で伝承者として活動してこられた３人をゲス
トに迎えパネルディスカッションが行われました。
　会場には約60人の参加者が集まり、震災の記憶をど
のように未来へ繋ぎ、語り継いでいくかをともに考える、
貴重な場になりました。

09 黒川ウォーク
　4月25日と26日の2日間、旧長
陽西部小学校・体育館を拠点に、当
時の記憶をたどる「特別企画展」と、
復興の歩みを感じながら集落を巡る

「黒川ウォーク」が開催されました。
　企画展では東海大学の学生村から
のメッセージなどの掲示や、株式会
社無印良品の「いつものもしも」展
など、防災と記憶をテーマにした展

示が行われました。
　26日に開催された黒川ウォーク
では、参加者が旧阿蘇大橋や集落内
を巡り、会場にてのっぺ汁や高菜ご
はんの提供、音楽ライブの鑑賞など
を楽しみました。その他にも、東海
大学に関わる団体による活動紹介や
セラピードッグとのふれあいなどで
交流を深めました。

▲ガイドの案内で黒川を巡る参加者

　4月19日、東下田公民館にて、村で活動を続けてきたボラン
ティアグループ「NGO魅来ー笑顔届け隊」の主催で南阿蘇村復興
祭が行われました。
　東日本大震災や能登半島地震など、各地の被災地で活動を共
にしたグループのメンバーと被災した人たちから、「震災から
10年を迎えた南阿蘇にもエールを送りたい」とさまざまな食材
が届けられ、三陸と能登の海産物や郷土料理が振る舞われました。
会場には地元集落を中心に約50人が集まり、県外からのボラン
ティアと地元の皆さんが協力して復興祭を運営しました。復興
祭を通じて、3つの被災地をつなぐ交流が実現しました。

み らい

08
ブルーインパルス
展示飛行
～熊本地震10年関連事業～

　４月11日、犠牲者への追悼と復興への願いを
込めた展示飛行として、航空自衛隊のブルーイン
パルスが村の上空を通過しました。
　「熊本地震10年 復興そして未来へ」をテーマに
6機 が 力 強 く 空 を 飛 び、震 災 ミ ュ ー ジ ア ム
KIOKUやあそ望の郷くぎのでは多くの人が空を
見上げてブルーインパルスに見入っていました。

　地
震
を
含
め
、
自
然
災
害
は
い
つ
ど
こ
で
起
こ

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
日
頃
か
ら
の
備

え
と
地
域
で
の
協
力
が
あ
れ
ば
、
被
害
が
起
き
て

も
的
確
に
対
処
で
き
ま
す
。
災
害
時
に
は「
自
助
」

「
共
助
」「
公
助
」の
3
つ
の
視
点
が
大
切
で
す
。

■
自
助
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　災
害
が
起
き
た
と
き
に
、
自
分
自
身
や
家
族
を

守
る
行
動
で
す
。
日
頃
か
ら
の
備
え
が
命
を
守
る

第
一
歩
に
な
り
ま
す
。

（
例
）

・
家
の
耐
震
・
防
災
点
検

・
非
常
持
出
袋
の
準
備（
飲
料
水
、
食
料
、
懐
中

電
灯
、
救
急
用
品
な
ど
）

・
避
難
経
路
や
避
難
場
所
の
確
認
　な
ど

　村
内
で
も
、
災
害
時
の
行
動
を
見
直
す
た
め
、

防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
地
域
が
あ
り
ま
す
。

今
後
も
定
期
的
に
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

■
共
助
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　地
域
や
身
近
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
、
住
民

同
士
が
協
力
し
て
助
け
合
う
こ
と
で
す
。
日
頃
か

ら
周
囲
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て

関
係
を
築
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

（
例
）

・
民
生
委
員
に
よ
る
高
齢
者
や
障
が
い
者
へ
の
声
か
け

・
避
難
所
で
の
運
営
協
力
　な
ど

　村
で
は
、
住
民
の
顔
が
見
え
る
関
係
性
を
よ
り

深
め
、
共
助
に
対
す
る
意
識
高
揚
を
目
的
と
し
て
、

各
行
政
区
で
実
施
さ
れ
る「
自
主
防
災
組
織
」の
訓

練
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

■
公
助
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　行
政
や
消
防
、
警
察
な
ど
の
公
的
機
関
が
行
う

支
援
の
こ
と
で
す
。

（
例
）

・
避
難
所
の
開
設
や
物
資
支
援

・
救
助
活
動（
消
防
・
警
察
・
自
衛
隊
）

・
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
　な
ど

　村
は
災
害
時
に
備
え
、
一
例
と
し
て
次
の
よ
う

な
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

・
B
＆
G
財
団
と
防
災
協
定
を
締
結
。
役
場
駐
車

場
内
に
防
災
倉
庫
を
整
備
し
、
機
材
が
配
備
さ

れ
、
防
災
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
県
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
協
会
と「
災
害
時
に
お
け
る

物
資
及
び
サ
ー
ビ
ス
等
供
給
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
。
災
害
時
に
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
避
難
所

へ
出
向
き
、
温
か
い
食
事
を
優
先
的
に
提
供
し
、

避
難
生
活
の
環
境
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

　日
頃
か
ら
一
人
一
人
が
災
害
に
備
え
、「
い
の
ち

と
暮
ら
し
を
守
る
」行
動
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

災
害
が
発
生
し
た
際
、
状
況
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変

わ
り
ま
す
。
正
確
な
情
報
を
確
認
し
て
、
周
囲
の

人
と
協
力
し
な
が
ら
、
そ
の
時
・
そ
の
場
所
に
応

じ
て
安
全
に
動
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　震
災
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
の
生
活
や
周
囲
の
環

境
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
日
々

何
気
な
く
過
ご
せ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
実

感
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
災
害
が
二
度
と
起
こ
ら

な
い
こ
と
を
願
い
な
が
ら
も
、
万
一
に
備
え「
自

助
・
共
助
・
公
助
」の
役
割
を
理
解
し
、
日
頃
か
ら

準
備
し
て
お
く
こ
と
の
重
要
さ
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　熊
本
地
震
の
教
訓
を
、
私
た
ち
自
身
の
さ
ま
ざ

ま
な
想
い
と
と
も
に
未
来
へ
と
受
け
継
い
で
い
き

ま
し
ょ
う
。

災
害
に
備
え
る 

〜
自
助
・
共
助
・
公
助
に
つ
い
て
〜

教
訓
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▲「大地の讃歌」を大切に歌う歌桜会のメンバー

▲有識者の話に耳を傾ける参加者

▲あそ望の郷くぎのから見えたブルーインパルス

▲展示を見て回る来場者

05 地震ニ学ブ
（復興までの軌跡パネル展示）　

　4月29日に、旧立野小学校にて地震の経験を未来へ伝える
復興までの軌跡パネル展示が開催されました。この企画は立野
地域の自然や地震の記憶を手掛かりとして、くらしや防災につ
いて考えることを目的に、阿蘇火山博物館、熊本大学のくまも
とサイエンスカフェ、九州電力水力開発総合事務所、国土交通
省九州地方整備局阿蘇砂防事務所と共同で行われました。
　当日、会場に訪れた人は展示を巡り、それぞれの団体の視点
から学びや気づきを得ていました。

▲交流を行った参加者

07 南阿蘇村復興祭

10 歌桜会
　毎日夕方6時に村内の防災行政無線で流れる村民の歌「大地の
讃歌」。この歌を歌いたい、多くの人に届けたいという思いで集
結し、誕生したのが「みなみあそ歌桜会」です。
　地震で被災したメンバーもいらっしゃいますが、地震後は歌
を通して村を元気にしようと精力的に活動を続けてきました。
その想いが繋がり、4月には、全国放送で歌唱やインタビューを
受けられる映像が放映されました。現在も毎週金曜日の午前10
時から2時間、久石にある如水館阿蘇分館で練習に励まれており、
これからもイベントなどで歌を歌い続けていかれます。

06 熊本地震10年
『熊本地震を未来へどう語り継ぐか』シンポジウム

　４月14日、熊本地震震災ミュージアムKIOKUで、
震災の記憶と教訓を次世代へつなぐための特別シンポ
ジウムが開催されました。「今後の備えを考える」をテー
マにした講演と、「熊本地震をどう語り継ぐか」をテー
マに阪神・淡路大震災、新潟県中越地震、東日本大震災
の被災地で伝承者として活動してこられた３人をゲス
トに迎えパネルディスカッションが行われました。
　会場には約60人の参加者が集まり、震災の記憶をど
のように未来へ繋ぎ、語り継いでいくかをともに考える、
貴重な場になりました。

09 黒川ウォーク
　4月25日と26日の2日間、旧長
陽西部小学校・体育館を拠点に、当
時の記憶をたどる「特別企画展」と、
復興の歩みを感じながら集落を巡る

「黒川ウォーク」が開催されました。
　企画展では東海大学の学生村から
のメッセージなどの掲示や、株式会
社無印良品の「いつものもしも」展
など、防災と記憶をテーマにした展

示が行われました。
　26日に開催された黒川ウォーク
では、参加者が旧阿蘇大橋や集落内
を巡り、会場にてのっぺ汁や高菜ご
はんの提供、音楽ライブの鑑賞など
を楽しみました。その他にも、東海
大学に関わる団体による活動紹介や
セラピードッグとのふれあいなどで
交流を深めました。

▲ガイドの案内で黒川を巡る参加者

　4月19日、東下田公民館にて、村で活動を続けてきたボラン
ティアグループ「NGO魅来ー笑顔届け隊」の主催で南阿蘇村復興
祭が行われました。
　東日本大震災や能登半島地震など、各地の被災地で活動を共
にしたグループのメンバーと被災した人たちから、「震災から
10年を迎えた南阿蘇にもエールを送りたい」とさまざまな食材
が届けられ、三陸と能登の海産物や郷土料理が振る舞われました。
会場には地元集落を中心に約50人が集まり、県外からのボラン
ティアと地元の皆さんが協力して復興祭を運営しました。復興
祭を通じて、3つの被災地をつなぐ交流が実現しました。

み らい

08
ブルーインパルス
展示飛行
～熊本地震10年関連事業～

　４月11日、犠牲者への追悼と復興への願いを
込めた展示飛行として、航空自衛隊のブルーイン
パルスが村の上空を通過しました。
　「熊本地震10年 復興そして未来へ」をテーマに
6機 が 力 強 く 空 を 飛 び、震 災 ミ ュ ー ジ ア ム
KIOKUやあそ望の郷くぎのでは多くの人が空を
見上げてブルーインパルスに見入っていました。

　地
震
を
含
め
、
自
然
災
害
は
い
つ
ど
こ
で
起
こ

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
日
頃
か
ら
の
備

え
と
地
域
で
の
協
力
が
あ
れ
ば
、
被
害
が
起
き
て

も
的
確
に
対
処
で
き
ま
す
。
災
害
時
に
は「
自
助
」

「
共
助
」「
公
助
」の
3
つ
の
視
点
が
大
切
で
す
。

■
自
助
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　災
害
が
起
き
た
と
き
に
、
自
分
自
身
や
家
族
を

守
る
行
動
で
す
。
日
頃
か
ら
の
備
え
が
命
を
守
る

第
一
歩
に
な
り
ま
す
。

（
例
）

・
家
の
耐
震
・
防
災
点
検

・
非
常
持
出
袋
の
準
備（
飲
料
水
、
食
料
、
懐
中

電
灯
、
救
急
用
品
な
ど
）

・
避
難
経
路
や
避
難
場
所
の
確
認
　な
ど

　村
内
で
も
、
災
害
時
の
行
動
を
見
直
す
た
め
、

防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
地
域
が
あ
り
ま
す
。

今
後
も
定
期
的
に
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

■
共
助
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　地
域
や
身
近
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
、
住
民

同
士
が
協
力
し
て
助
け
合
う
こ
と
で
す
。
日
頃
か

ら
周
囲
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て

関
係
を
築
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

（
例
）

・
民
生
委
員
に
よ
る
高
齢
者
や
障
が
い
者
へ
の
声
か
け

・
避
難
所
で
の
運
営
協
力
　な
ど

　村
で
は
、
住
民
の
顔
が
見
え
る
関
係
性
を
よ
り

深
め
、
共
助
に
対
す
る
意
識
高
揚
を
目
的
と
し
て
、

各
行
政
区
で
実
施
さ
れ
る「
自
主
防
災
組
織
」の
訓

練
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

■
公
助
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　行
政
や
消
防
、
警
察
な
ど
の
公
的
機
関
が
行
う

支
援
の
こ
と
で
す
。

（
例
）

・
避
難
所
の
開
設
や
物
資
支
援

・
救
助
活
動（
消
防
・
警
察
・
自
衛
隊
）

・
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
　な
ど

　村
は
災
害
時
に
備
え
、
一
例
と
し
て
次
の
よ
う

な
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

・
B
＆
G
財
団
と
防
災
協
定
を
締
結
。
役
場
駐
車

場
内
に
防
災
倉
庫
を
整
備
し
、
機
材
が
配
備
さ

れ
、
防
災
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
県
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
協
会
と「
災
害
時
に
お
け
る

物
資
及
び
サ
ー
ビ
ス
等
供
給
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
。
災
害
時
に
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
避
難
所

へ
出
向
き
、
温
か
い
食
事
を
優
先
的
に
提
供
し
、

避
難
生
活
の
環
境
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

　日
頃
か
ら
一
人
一
人
が
災
害
に
備
え
、「
い
の
ち

と
暮
ら
し
を
守
る
」行
動
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

災
害
が
発
生
し
た
際
、
状
況
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変

わ
り
ま
す
。
正
確
な
情
報
を
確
認
し
て
、
周
囲
の

人
と
協
力
し
な
が
ら
、
そ
の
時
・
そ
の
場
所
に
応

じ
て
安
全
に
動
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　震
災
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
の
生
活
や
周
囲
の
環

境
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
日
々

何
気
な
く
過
ご
せ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
実

感
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
災
害
が
二
度
と
起
こ
ら

な
い
こ
と
を
願
い
な
が
ら
も
、
万
一
に
備
え「
自

助
・
共
助
・
公
助
」の
役
割
を
理
解
し
、
日
頃
か
ら

準
備
し
て
お
く
こ
と
の
重
要
さ
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　熊
本
地
震
の
教
訓
を
、
私
た
ち
自
身
の
さ
ま
ざ

ま
な
想
い
と
と
も
に
未
来
へ
と
受
け
継
い
で
い
き

ま
し
ょ
う
。

災
害
に
備
え
る 

〜
自
助
・
共
助
・
公
助
に
つ
い
て
〜

教
訓

みなみあそ  Vol.255  2026.65

ト
ピ
ッ
ク
ス



■
イ
デ
ア
I
T
カ
レ
ッ
ジ
阿
蘇（
I
I
C
A
）

の
入
学
者
数

•
I
T
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
学
科　
23
人

•
I
T
ビ
ジ
ネ
ス
学
科　
５
人

•
I
T
国
際
学
科　
８
人

　

今
年
度
は
新
た
に
本
科
進
学
を
目
指
す

「
I
T
国
際
学
科
」が
誕
生
。
国
内
外
か
ら

集
ま
っ
た
計
36
人
が
、
村
で
新
た
な
一
歩
を

踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
新
入
学
生
代
表
挨
拶
で
は
、
ネ
パ
ー
ル
出

身
の
カ
タ
ワ
ル
・
マ
ニ
サ
さ
ん
が「
阿
蘇
で

の
生
活
を
通
し
て
、
技
術
だ
け
で
な
く
日
本

の
文
化
や
人
と
人
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
し

た
い
で
す
」と
の
想
い
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
西
田
愛
華
さ
ん
は「
日
々
の
授
業
や

経
験
を
通
じ
、
自
分
が
ど
の
よ
う
な
形
で
社

会
に
貢
献
し
た
い
の
か
、
進
路
を
見
つ
け
て

い
き
ま
す
」と
抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

■
南
阿
蘇
中
学
校
の
入
学
者
数　
84
人

　
新
入
生
は
ク
ラ
ス
ご
と
に
入
場
し
、
堂
々

と
点
呼
を
行
い
ま
し
た
。

　
新
入
生
代
表
挨
拶
で
は
藤
𠩤
日
望
子
さ
ん

が「
中
学
校
３
年
間
、
仲
間
と
と
も
に
た
く

さ
ん
思
い
出
を
つ
く
り
た
い
で
す
」と
目
標

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
３
小
学
校
か
ら
集

ま
っ
た
生
徒
た
ち
の
交
流
が
さ
ら
に
深
ま
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

■
各
小
学
校
の
入
学
者
数

•
白
水
小
学
校　
13
人

•
久
木
野
小
学
校　
19
人

•
南
阿
蘇
西
小
学
校　
11
人

　
白
水
小
学
校
で
は
上
級
生
と
保
護
者
が
見

守
る
中
、
真
新
し
い
標
準
服
や
上
履
き
を
身

に
着
け
た
１
年
生
が
緊
張
し
た
表
情
で
入
場
。

点
呼
で
は
大
き
な
声
で
返
事
を
し
、
後
ろ
を

向
い
て
お
辞
儀
を
し
ま
し
た
。
式
後
に
は
教

室
で
教
科
書
な
ど
受
け
取
り
、
嬉
し
そ
う
な

表
情
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
村
内
の
保
育
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
専

門
学
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
各
保
育
園
の
新
入
園
児
数

•
は
く
す
い
保
育
園　
４
人

•
く
ぎ
の
保
育
園　
８
人

•
ち
ょ
う
よ
う
保
育
園　
17
人

　
ち
ょ
う
よ
う
保
育
園
で
は
新
入
園
児
を
含

む
全
園
児
が
出
席
し
、
園
児
た
ち
は
１
人
ず

つ
名
前
を
呼
ば
れ
て
元
気
よ
く
返
事
を
し
て

い
ま
し
た
。

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ

緊張した表情で返事をしました

先生の話に真剣に耳を傾けていました

み
な
み
あ
そ

ダ
イ
ア
リ
ー

息の合った「はじまりのことば」

元気いっぱい返事ができました

背筋を正して校長の話を聞く新入生 新入生代表挨拶を述べる藤𠩤日望子さん

笑顔を見せる新入学生
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更生保護について確認を深めた参加者

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で「
国
際
更
生
保
護
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
日
」記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
村
と
高
森
町
で
構
成
す
る
阿

蘇
地
区
保
護
司
会
南
部
分
会
の
主
催
で
、
昨

年
に
続
く
2
回
目
の
開
催
で
す
。
国
際
的
な

記
念
日
に
合
わ
せ
、
地
域
連
携
の
強
化
と
活

動
へ
の
理
解
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
し

た
先
駆
的
な
取
り
組
み
で
、
全
国
的
に
も
類

を
見
な
い
活
動
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
式
典
で
は
、
熊
本
保
護
観
察
所
の
冨
田
義

博
所
長
が「
更
生
保
護
の
あ
た
り
ま
え
化
に

向
け
て
」と
題
し
た
講
演
の
中
で
、
誰
も
が

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
の

重
要
性
を
説
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
渡
邉
吉

保
保
護
司（
中
松
二
）が
45
年
間
に
わ
た
る

更
生
保
護
活
動
の
歩
み
を
回
顧
。
参
加
者
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
、

地
域
で
立
ち
直
り
を

支
え
る
使
命
を
新
た

に
さ
れ
ま
し
た
。

　

犯
罪
や
非
行
の
な

い
明
る
い
社
会
を
築

く
た
め
、
多
様
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
手
を

取
り
合
い
、
南
阿
蘇

の
地
か
ら
力
強
い
一

歩
を
踏
み
出
し
た
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
で
支
え
る
更
生
保
護
の
輪

―「
国
際
更
生
保
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」―

後藤局長と「ぽすくま」、絵本を受け取ったちょうよう保育園の園児

　

村
内
3
保
育
園
に
日
本
郵
便
か
ら「
ぽ
す

く
ま
絵
本
」が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
絵

本
は
日
本
郵
便
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー「
ぽ
す
く
ま
」と
そ
の
仲
間
た
ち
が
、
手

紙
や
荷
物
を
通
じ
て
、
人
と
人
と
の
繋
が

り
・
思
い
や
り
・
あ
り
が
と
う
の
心
を
伝
え
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
今
回
の
贈
呈
は
、
河
陽
郵
便
局
の
後
藤
剛

局
長
が
企
画
し
て
実
現
し
た
も
の
で
、
後
藤

局
長
と
白
水
郵
便
局
の
辰
野
謙
二
局
長
か
ら

各
園
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

贈
ら
れ
た
絵
本
は『
パ
ン
屋
さ
ん
の
お
届

け
物
』と『
ぽ
す
じ
ゃ
む
の
ペ
ン
フ
レ
ン
ド
』

の
2
作
品
。
ち
ょ
う
よ
う
保
育
園
の
贈
呈
式

で
は
後
藤
局
長
と「
ぽ
す
く
ま
」か
ら
園
児

た
ち
に
絵
本
が
手
渡
さ
れ
、
園
児
た
ち
は
笑

顔
で
新
し
い
絵
本
を
開
き
、
楽
し
そ
う
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

保
育
園
に

「
ぽ
す
く
ま
絵
本
」を
贈
呈

ご家族や村長に囲まれる坂田美代子さん（前列左から2番目）

　

坂
田
美
代
子
さ
ん（
第
９
駐
在
）が
百
歳

を
迎
え
ら
れ
、
太
田
村
長
か
ら
表
彰
状
と
お

祝
い
の
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
坂
田
さ
ん
は
大
正
15
年
４
月
生
ま
れ
で
久

石
の
ご
出
身
で
す
。
長
年
酒
屋
を
営
ま
れ
、

配
達
の
際
に
は
バ
イ
ク
に
乗
っ
て
自
ら
商
品

を
届
け
る
な
ど
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま

れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
３
人
の
お
子
さ
ん

を
育
て
、
家
庭
と
仕
事
を
両
立
し
な
が
ら
人

生
を
歩
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
は
陽
ノ

丘
荘
に
入
所
さ
れ
、
穏
や
か
な
日
々
を
過
ご

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
坂
田
さ
ん
は
当
日
、
ご
家
族
か
ら
贈
ら
れ

た
百
寿
の
桃
色
の
大
黒
頭
巾
と
ち
ゃ
ん
ち
ゃ

ん
こ
を
身
に
ま
と
い
、
ご
家
族
や
関
係
者
に

囲
ま
れ
歓
談
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
お
元
気
に

百
歳
の
表
彰
と
お
祝
い

民生委員と折り紙を受け取った南阿蘇西小学校の2年生

　
民
生
委
員
の
皆
さ
ん
か
ら
村
内
小
中
学
生

一
人
一
人
に
向
け
て
、
折
り
紙
か
ぶ
と
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
今
回
で
３

回
目
と
な
り
、
端
午
の
節
句
に
兜
を
飾
る
文

化
を
も
と
に
、
５
月
５
日
の
こ
ど
も
の
日
に

合
わ
せ
て
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を

願
っ
て
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
南
阿
蘇
西
小
学
校
で
は
、
民
生
委
員
の
皆

さ
ん
か
ら
各
学
年
の
代
表
児
童
に
４
種
類
の

折
り
方
を
し
た
折
り
紙
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

折
り
紙
を
手
に
し
た
２
年
生
の
緒
方
優
姫
さ

ん
は「
き
れ
い
な
色
と
形
の
か
ぶ
と
を
貰
え

て
嬉
し
い
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

折
り
紙
か
ぶ
と
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
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示
物
を
見
な
が
ら
震
災
の
被
害
状
況
や
現
在

ま
で
の
復
興
へ
の
歩
み
に
つ
い
て
説
明
す
る

と
、
お
二
人
は「
引
き
続
き
復
興
へ
の
エ
ー

ル
を
届
け
た
い
」と
の
思
い
を
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
に
は
、
イ
ベ
ン
ト
を
観

覧
し
よ
う
と
村
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
、

走
行
す
る
車
両
の
写
真
を
撮
っ
た
り
、
参
加
者

に
手
を
振
っ
た
り
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

造
さ
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
車
両
、
約
1
2
0

台
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

村
内
で
は
、
震
災
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

K
I
O
K
U
と
数
鹿
流
ヶ
滝
展
望
所
の
２
カ

所
が
ス
タ
ン
プ
地
点
と
な
っ
て
お
り
、
阿
蘇

フ
ァ
ー
ム
ラ
ン
ド
で
は
決
め
ら
れ
た
区
間
を

設
定
さ
れ
た
時
間
に
近
い
時
間
で
走
行
す
る
、

P
C
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

震
災
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
K
I
O
K
U
の
展

示
室
１
に
て
、
太
田
村
長
が
唐
沢
さ
ん
と
妻

の
山
口
智
子
さ
ん
に
震
災
の
実
情
が
遺
る
展

　
俳
優
の
唐
沢
寿
明
さ
ん
が
発
起
人
と
な
り
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
で
震
災
地
域
を
訪
れ
、
地

域
を
盛
り
上
げ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト

「
G
O
!
G
O
!
ラ
リ
ー 

in
熊
本

2
0
2
6
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
は
２
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、

初
日
は
熊
本
市
内
を
出
発
し
、
県
南
地
域
を

巡
っ
た
の
ち
、
2
0
2
0
年
に
水
害
の
被
害

を
受
け
た
人
吉
市
で
終
了
。
2
日
目
は
震
災

で
被
害
の
大
き
か
っ
た
益
城
町
や
西
原
村
、

本
村
な
ど
の
県
北
地
域
を
巡
り
、
熊
本
市
で

ゴ
ー
ル
す
る
走
行
ル
ー
ト
で
実
施
さ
れ
、

1
9
2
8
年
か
ら
1
9
7
4
年
ま
で
に
製

G
O
！
G
O
！
ラ
リ
ー

in
熊
本
2
0
2
6
開
催

　

全
農
杯
2
0
2
6
年
全
日
本
卓
球
選
手

権
熊
本
県
予
選
兼
全
九
州
卓
球
選
手
権
大
会

熊
本
県
予
選
の
バ
ン
ビ
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
の

部
で
、
草
野
桜
佑
さ
ん（
久
木
野
小
2
年
・

南
阿
蘇
T
T
C
所
属
）が
３
位
入
賞
を
果
た

し
ま
し
た
。
草
野
さ
ん
は
７
月
に
神
戸
で
の

全
国
大
会
と
、
長
崎
で
の
九
州
大
会
に
出
場

さ
れ
ま
す
。

　
草
野
さ
ん
は
競
技
を
始
め
て
２
年
ほ
ど
で
、

現
在
は
ク
ラ
ブ
で
週
に
３
回
ほ
ど
汗
を
流
し

て
い
ま
す
。
今
大
会
は
全
国
大
会
出
場
を
目

標
に
掲
げ
ら
れ
、
見
事
に
達
成
さ
れ
ま
し
た
。

草
野
さ
ん
は「
初
め
て
全
国
に
行
け
る
の
で

と
て
も
嬉
し
い
。
全
国
大
会
で
は
、
予
選
突

破
し
た
い
。
た
く
さ
ん
勝
て
る
よ
う
に
、
こ

れ
か
ら
も
練
習
を
頑
張
り
た
い
」と
話
さ
れ

ま
し
た
。

卓
球
で
全
国
大
会
と

九
州
大
会
に
出
場

個性豊かな車両が集まり、
訪れた人も興味深く見ていました

自然を満喫する参加者

1928年に製造された車両

賞状と副賞を手に笑顔を見せる草野さん

（左から）唐沢寿明さん・太田村長・山口智子さん
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金婚・ダイヤモンド婚をお祝いします
〈問い合わせ〉福祉課 高齢者支援係　☎0967（67）2705

　今年結婚50年・60年の節目を迎えた（迎える）皆さんに、村から表彰ならびに記念品
を贈呈します。
　また、熊本日日新聞社からの表彰および紙面掲載も併せて行いますので、該当するご
夫婦は、お住まいの地区の区長または福祉課へお申し出ください。
　ご不明な点などについては、福祉課高齢者支援係までお尋ねください。

●金婚（結婚50周年）………………昭和51年1月1日〜12月31日までに結婚した夫婦
●ダイヤモンド婚（結婚60周年）…昭和41年1月1日〜12月31日までに結婚した夫婦
　※10年前に本村で金婚表彰を受けられた人は届出の必要はありません。

■申出期間　6月5日（金）〜30日（火）まで　　　■申出先　お住まいの地区の区長または福祉課

村HP

熱中症特別警戒情報について
〈問い合わせ〉健康ほけん課 保健係　☎0967（67）2704

　熱中症特別警戒情報（熱中症特別警戒アラート）が発表された場合は、広域的に過去に
例のない危険な暑さであり、人の健康に係る重大な被害が生じるおそれがあります。危
険な暑さから自分の身を守るだけでなく、家族や周囲の人の命を守る行動をとってくだ
さい。

■実施期間
　10月21日（水）まで

■熱中症特別警戒情報が発表されたときの対応
•外出はできるだけ控え、暑さを避けましょう。
•涼しい環境以外では原則運動は控えましょう。
•こまめな休憩や水分・塩分を補給しましょう。
•熱中症のリスクが高い高齢者や乳幼児には暑熱

避難の声をかけしましょう。

■指定暑熱避難施設（クーリングシェルター）とは
　熱中症による健康被害の発生を防止する目的で、
熱中症特別警戒情
報が発表されたと
きに一般に開放さ
れる施設です。

■村の指定暑熱避難施設（クーリングシェルター）一覧

LOOPみなみあそ

阿蘇ファームランド ビッグファームレストラン

久木野総合福祉センター

福祉センター

阿蘇立野ダム展望施設タテット

施設の開放日や時間、受け入れ人数などは村ホー
ムページをご確認ください。

■クーリングシェルターを利用する際の注意点
•飲み物などは、各自でご準備ください。
•利用にあたっては、各施設の指示に従ってくだ

さい。また他の利用者への配慮をお願いします。

村HP
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RSウイルス母子免疫ワクチンが定期接種（無料）になります
〈問い合わせ〉こども未来課 子育て支援係　☎0967（67）2715

　
令
和
８
年
４
月
か
ら
、
妊
婦
を
対
象

と
し
て
、
R
S
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予

防
接
種
が
予
防
接
種
法
に
基
づ
く
定
期

接
種
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。
妊
婦
が

ワ
ク
チ
ン
接
種
す
る
こ
と
で
、
母
体
で

作
ら
れ
た
抗
体
が
胎
盤
を
通
じ
て
胎
児

に
移
行
し
、
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
が

R
S
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
予

防
効
果
を
得
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

●
R
S
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
は

　

R
S
ウ
イ
ル
ス
は
急
性
の
呼
吸
器

感
染
症
で
、
年
齢
を
問
わ
ず
何
度
も
感

染
を
繰
り
返
し
ま
す
が
、
初
回
感
染
時

に
は
よ
り
重
症
化
し
や
す
い
と
い
わ
れ

て
お
り
、
特
に
生
後
6
カ
月
以
内
に
感

染
し
た
場
合
に
は
細
気
管
支
炎
や
肺
炎

な
ど
重
症
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

生
後
1
歳
ま
で
に
50
％
以
上
が
、
2
歳

ま
で
に
ほ
ぼ
1
0
0
％
の
乳
幼
児
が

少
な
く
と
も
一
度
は
感
染
す
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

●
症
状

　
潜
伏
期
は
2
～
8
日
と
さ
れ
、
発
熱
、

鼻
汁
、
咳
な
ど
の
上
気
道
炎
症
状
が
数

日
続
き
、
そ
の
後
場
合
に
よ
っ
て
は
気

管
支
炎
や
肺
炎
な
ど
の
下
気
道
症
状
が

出
ま
す
。

　
初
め
て
感
染
し
た
乳
幼
児
の
約
7
割

は
軽
症
で
数
日
の
う
ち
に
軽
快
し
ま
す

が
、
約
3
割
は
咳
が
悪
化
し
、
喘ぜ

ん

鳴め
い

（
ゼ
ー
ゼ
ー
と
呼
吸
し
に
く
く
な
る
こ

と
）や
呼
吸
困
難
、
さ
ら
に
気
管
支
炎

の
症
状
が
増
加
し
ま
す
。

　
重
篤
な
合
併
症
と
し
て
注
意
す
る
も

の
に
は
、
1
歳
以
下
で
は
中
耳
炎
の
合

併
症
が
よ
く
み
ら
れ
る
他
、
無
呼
吸
発

作
、
急
性
脳
症
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

●
R
S
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

に
つ
い
て

　

R
S
ワ
ク
チ
ン
と
は
、
妊
婦
が
ワ

ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
で
母
体
で
作

ら
れ
た
抗
体
が
胎
盤
を
通
じ
て
胎
児
に

移
行
し
、
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
が
出
生

時
か
ら
感
染
症
に
対
す
る
予
防
効
果
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
ワ
ク
チ
ン
で
す
。

こ
の
ワ
ク
チ
ン
に
よ
り
、
生
後
間
も
な

い
赤
ち
ゃ
ん
の
R
S
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
重
症
化
を
防
ぐ
効
果
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

●
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
い
て

対
象
者

　
接
種
日
時
点
で
村
に
住
民
票
が
あ
る
妊

娠
28
週
0
日
か
ら
36
週
6
日
ま
で
の
妊
婦

接
種
回
数

　
妊
娠
ご
と
に
1
回（
筋
肉
内
接
種
）

ワ
ク
チ
ン
の
種
類

　

フ
ァ
イ
ザ
ー
社（
商
品
名
：
ア
ブ
リ

ス
ボ
）不
活
化
ワ
ク
チ
ン

※
定
期
接
種
と
し
て
無
料
で
接
種
で
き

る
の
は
、
妊
婦
に
接
種
す
る
母
子
免

疫
ワ
ク
チ
ン
の
み
で
す
。

　
乳
幼
児
に
打
つ
も
の
は
、
対
象
外
で
す
。

接
種
費
用

　
無
料

注
意
事
項

①
令
和
8
年
3
月
31
日
以
前
に
接
種
し

た
場
合
は
定
期
接
種
の
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

②
里
帰
り
な
ど
指
定
医
療
機
関
以
外
で

接
種
し
た
場
合
、
自
己
負
担
が
生
じ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
接
種
前
に
こ

ど
も
未
来
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

③
接
種
後
14
日
以
内
の
出
生
は
有
効
性

が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

接
種
場
所

　
阿
蘇
郡
市
内
で
は
以
下
の
医
療
機
関

で
接
種
で
き
ま
す
の
で
、
事
前
に
予
約

を
お
願
い
し
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は

掲
載
以
外
の
医
療
機
関
で
も
接
種
可
能

な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
医
療
機
関

に
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
阿

蘇
郡
市
外
の
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
村

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
や
安
全
性

　
か
か
り
つ
け
の
産
婦
人
科
や
予
防
接

種
医
療
機
関
な
ど
の
医
師
と
相
談
し
、

よ
く
理
解
し
た
う
え
で
接
種
を
検
討
し

て
く
だ
さ
い
。

　
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
や
安
全
性
に
つ
い

て
詳
し
く
は
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

厚生労働省HP　

村HP

●接種機関一覧
医療機関名 住所 電話番号

阿蘇温泉病院 阿蘇市内牧1153-1 0967(32)0881

市原胃腸科外科 阿蘇市黒川1484 0967(34)1211

小国公立病院 小国町宮原1743 0967(46)3111

良見内科医院 高森町高森1613-5 0967(62)0646

10Vol.255  2026.6  みなみあそ

お
知
ら
せ



児童手当現況届の提出について
〈問い合わせ〉こども未来課 子育て支援係　☎0967（67）2715

新規採用職員紹介

本年度新規採用された7人の職員です。①氏名（ふりがな）　②所属課・係　③ひとこと

①貴
き

田
だ

 花
か

萌
ほ

里
り

②ちょうよう保育園・調理師
③子どもたちが健康に成

長し、かつ、安心して
食べられる給食を作っ
ていきたいと思います。
どうぞよろしくお願い
いたします。

①林
はやし

 亜
あ

李
り

紗
さ

②ちょうよう保育園
③周りの先生たちに相談

しながら、保育士とし
て子どもたちと一緒に
成長していけるよう頑
張ります。どうぞよろ
しくお願いいたします。

①橋
はし

本
もと

 修
しゅう

輔
すけ

②住民課 環境定住係
③学生時代に学んだこと

や前職で培った経験・
知識を活かし村の発展
に貢献できるよう頑張
ります。よろしくお願
いいたします。

①左
さ

尾
お

 洋
ひろ

海
み

②ちょうよう保育園
③周りの先生たちと協力

し、子どもたちが楽し
く安心して通えるよう
な園づくりができるよ
う頑張ります！よろし
くお願いいたします。

①髙
たか

田
だ

 莉
り

緒
お

②はくすい保育園
③周りの先生たちと協力

し、保護者の皆さんと
連携しながら、子ども
たちが安心して過ごせ
るよう努めます。よろ
しくお願いいたします。

①松
まつ

﨑
ざき

 陽
ひい

和
な

②くぎの保育園
③子どもたちの気持ちや

個性を大切にしながら、
安心できる関わりの中
で、笑顔と成長を大切
にした保育を心がけて
いきます。

①田
た

所
どころ

 秀
ひで

翔
と

②こども未来課 子育て支援係
③新人として日々学びな

がら、村民の皆さんに
寄り添った丁寧な対応
を心がけ、安心して暮
らせる環境づくりに努
めてまいります。

よろしく
お願いします

　現況届は、毎年6月1日の状況を把握し、6月
分以降の児童手当などを引き続き受ける要件（児
童の監督や保護、 生計同一など）を満たしている
かどうか確認するものです。
　現況届は原則、令和4年度から提出不要となり
ましたが、次の受給者は提出が必要です。

【現況届の提出が必要な受給者】
①村から現況届の案内通知を受けた人
　該当する受給者へ6月に現況届を送付しますの
で、期日までに提出してください。期日までの提
出がない場合、6月分以降の手当が受けられなく
なります。

②現況届の案内通知は受け取っていないが、以下
に該当する人

・配偶者からの暴力などにより、住民票の住所と
異なる市区町村で児童手当を受給している人

・離婚協議中で配偶者と別居している人
・支給要件児童の戸籍がない人
　②に該当する人は、こども未来課子育て支援係
までご連絡ください。別途現況届の提出をご案内
します。

村HP

みなみあそ  Vol.255  2026.611

お
知
ら
せ



税の滞納について
〈問い合わせ〉税務課 収納係　☎0967（67）2703

滞
納
し
な
い
正
し
い
納
税

●
滞
納
は
真
面
目
な
納

税
者
と
の
公
平
性
を

欠
く
行
為

　
村
の
収
入
は
、
税
金
と
手
数

料
・
財
産
収
入
な
ど
の
自
主
財

源
と
、
地
方
交
付
税
や
国
、
県

補
助
金
・
村
債
な
ど
の
依
存
財

源
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　
納
税
者
が
納
め
た
税
金
が
福

祉
や
教
育
・
道
路
整
備
を
は
じ

め
、
村
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し

て
生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り
の

原
資
と
な
る
貴
重
な
財
源
で
す
。

充
実
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
行

わ
れ
る
よ
う
村
税
の
納
期
限
内

納
付
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
村
税
の
滞
納
は
、
村
の
財
政

を
圧
迫
し
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
支

障
を
き
た
す
こ
と
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。
そ
し
て
何
よ
り
納

期
内
に
税
金
を
き
ち
ん
と
納
付

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
大
多
数

の
善
良
な
納
税
義
務
者
と
の
公

平
性
を
欠
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
督
促
状
の
送
付
な
ど
余

分
な
経
費
に
税
金
を
使
う
こ
と

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
村
で
は
納
付
で

き
る
の
に
納
付
し
な
い
悪
質
な

滞
納
者
に
対
し
財
産
な
ど
の
調

査
を
徹
底
的
に
行
い
、
財
産
の

差
し
押
さ
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
阿
蘇
地
域
が
一
つ
に

ま
と
ま
り
滞
納
税
徴

収
に
取
り
組
む

　
本
年
度
も
阿
蘇
管
内
全
て
の

市
町
村
が
一
つ
と
な
り
滞
納
税

を
回
収
す
る
た
め
、
滞
納
者
宅

の
捜
索
や
不
動
産
を
差
押
公
売
、

預
金
・
給
与
な
ど
の
差
押
な
ど
、

法
的
処
分
を
行
い
、
滞
納
税
額

を
減
ら
す
取
り
組
み
を
強
化
し

ま
す
。

●
滞
納
は
放
置
せ
ず
、

事
情
の
あ
る
人
は
必

ず
相
談
を

　
今
後
も
、
収
入
や
財
産
が
あ

る
の
に
納
め
な
い
悪
質
な
滞
納

者
に
は
毅
然
と
し
た
滞
納
処
分

を
執
行
し
ま
す
。

　
ま
た
、
財
産
調
査
で
財
産
が

発
見
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、

強
制
的
に
滞
納
者
の
住
居
に
踏

み
込
み
、
差
し
押
さ
え
る
べ
き

財
産
を
探
す「
家
宅
捜
索
」も

行
い
ま
す
。

　
差
し
押
さ
え
た
自
動
車
や
電

化
製
品
・
貴
金
属
な
ど
の
動
産

は
、
公
売
会
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
な
ど
を
活
用

し
て
売
却
し
滞
納
税
に
充
て
ま

す
。

　
病
気
や
失
業
、
事
業
の
廃
止

や
経
営
不
振
な
ど
、
や
む
を
得

な
い
理
由
で
一
時
的
に
税
金
を

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
人
は
、

納
期
内
に
税
務
課
収
納
係
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
生
活
状
況

な
ど
を
聞
き
取
っ
た
う
え
で
徴

収
の
猶
予
な
ど
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
虚
偽
の

申
出
や
納
付
計
画
を
守
ら
ず
に

不
履
行
に
な
っ
た
場
合
は
、
滞

納
処
分
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
諸
事
情
に
よ
り
納
付
困
難
な

場
合
は
そ
の
ま
ま
放
置
せ
ず
、

必
ず
税
務
課
収
納
係
へ
連
絡
し

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　納税義務者（所有者）が亡くなられた場合は、相続人代表者指定届の提出が必要です。
　これは亡くなられた納税義務者（所有者）に代わり、納税通知書を受け取っていただく人
を相続人の中から指定いただくためのものです。
　「相続人代表者指定届」に必要事項を書いて提出してください。様式は村ホームページの税
務関係申請書のダウンロードページに掲載しています。提出は郵送でも構いません。
　なお「相続人代表者指定届」を提出いただいても、固定資産（土地·家屋）や軽自動車の所有
者は変わりません。所有権の相続を決定するものではありません。固定資産（土地・家屋）の
所有者を変更するには別途、法務局で相続登記の手続きが必要です。
　亡くなられた納税義務者が口座振替の登録をしていた場合は、口座振替が
不能となります。引き続き口座振替を希望の場合は、口座振替取扱金融機関
にて新たな口座振替依頼の手続きをしてください。

相続人代表者指定届の提出について

村HP
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●滞納処分まで流れ

　納期限までに税金を納めない場合には、納期限から20日以内に「督促
状」を発送して、納入の督促をします。督促状が送られた場合、督促手数
料100円も併せて納付することになります。

督　促

　督促状を発送しても納付しない場合には、催告書を発送して、納付の催
告を行います。
　この催告は、指定された日までに納付しなければ、所有財産の差押など
の滞納に関する処分を実施するという予告的文書です。
※催告書は必ず送付するものではありません。

催　告

　他の市町村、税務署、金融機関、勤務先、取引先、滞納者の財産を所有
する第三者などに対して、所有する財産調査を法律に基づき行います。滞
納者に通知することなく、解を得ずに行うため、調査により滞納者に不利
益が生じても責任は一切負いません。

財産調査

　財産調査で判明した滞納者の財産を滞納者の意思に関わらず差押さえます。
　差押を行った場合、滞納者やその利害関係者（勤務先、金融機関、不動
産の抵当権者など）に「差押通知書」を送付します。
※「督促状督促状を発した日から起算して10日を経過した日までに10日を経過した日までに税金を完納

しないときは、財産を差押しなければならない」となっています。

差　押

　差押えた不動産、動産などは「公売」、給与、預貯金、売掛金などは取立
により、差押財産を換価（＝換金）して、滞納している税金に充てる手続
きを行います。

換　価

●令和7年度の差し押え状況
財産の種類 差押件数（件） 取立額（円）

預貯金 82 5,425,884

給与・年金 6 1,527,450

国税還付金 11 1,080,980

補助金・交付金 4 884,354

その他 2 530,540

合計 105 9,449,208

みなみあそ  Vol.255  2026.613
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各種健診（検診）の実施について
〈問い合わせ〉健康ほけん課 保健係　☎0967（67）2704

　特定健診・後期高齢者健診、その他がん検診などについて、次のとおり実施します。
受診を希望する人は、健診申込書の提出またはオンラインより申し込みをお願いします。
　また、今年度は熱中症対策強化のために、南阿蘇中学校体育館と保健センターで健診
を実施します。久木野地区の皆さんには負担をおかけしますが、ご理解とご協力をお願
いいたします。対象者には、5月中旬に案内通知を送付しています。

●集団健診を希望される人
　各種健診（検診）を申し込まれた人には、8月中旬に、
問診票送付とあわせて日程・会場などを通知します。
また、混雑防止のため対象地区外の会場へご案内する
場合があります。ご理解とご協力の程お願いします。

日　程 対象地区 会　場

令和8年8月下旬から9月中旬までの12日間実施
※今回から熱中症対策を行った

2会場での実施となります。

長陽地区／
久木野地区

南阿蘇中第二体育館
（旧長陽体育館）

白水地区／
久木野地区 保健センター

※11月の追加健診は、特定健診、肺がん検診、大腸がん検診のみ実施予定です。それ以外の検診は8月下旬から9月中旬までに
実施する集団健診での実施となります。

※健診会場については、状況により変更となる場合もありますので必ず通知を確認ください。

●個別健診を希望される人
　受診案内・受診券は下記表の送付時期に送付いたします。

実施期間 健診機関 案内・受診券送付時期
特定健診

後期高齢者健診 8月1日（土）〜令和9年2月27日（土） 村内医療機関
熊本セントラル病院 7月末

子宮頸がん検診
10月1日（木）〜令和9年1月30日（土） 熊本県総合保健センター

8月末
9月1日（火）〜令和9年1月30日（土） ちが産婦人科

乳がん
マンモグラフィー検診 10月1日（木）〜令和9年1月30日（土） 熊本県総合保健センター 9月末

健診結果通知後、精密検査・治療が必要になった場合は医療機関をご受診ください。その際の費用は自己負担となります。

●精密検査で実施される主な検査項目

＊がんが見つけづらい場所にあったり、分かりづらい形の場合は100%見つけることが難しい
ことがあります。また、がんでなくても検診の結果が「陽性」となる場合があります。

健診日時のご希望がある人へ
　日時の希望は健診（検診）申し込み時に
はできません。8月中旬にお送りする通知
がお手元に届き次第、その中に記載してあ
る「問い合わせ先」にご相談してください。

胃内視鏡検査…… 内視鏡で胃内を直接観察します。
生検・組織診… … 疑わしい部分を検査します。

コルポスコープ検査… … 拡大鏡で観察します。
組織診…………………… 疑わしい組織を採取して調べます。

胃がん 子宮がん

大腸内視鏡検査…… 肛門から内視鏡を挿入し大腸内を観察します。
生検・組織診… …… 疑わしい部分を検査します。

乳房Ｘ線検査… …… 乳房の上下・左右をはさんでＸ線撮影	
します。

乳房超音波検査…… 超音波で乳房の状態を調べます。
細胞診……………… 乳頭から分泌物や疑わしい部分を検査

します。

大腸がん 乳がん

CT検査… …………… 体を輪切りにするようにX線撮影を行います。
気管支内視鏡検査…… 内視鏡で気管支内を直接観察します。

肺がん

がん検診は早期発見・早期治療が大切です!!

各種健診
申し込みフォーム
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●健診当日は、新型コロナウイルス感染症感染予防策を講じながらの実施を考えております。
●申し込みをされた人でも、健診前日、当日に発熱や咳などの症状がある人は、受診をお断り

させていただく場合がございます。ご了承ください。

新型コロナウイルス感染症の対策について

●各種健診（検診）の内容について
　本年度実施する、健診（検診）の項目は次のとおりです。「特定健診」「後期高齢者健診」「乳がんマンモ
グラフィー検診」「子宮頸がん検診」は、集団健診のほか、医療機関での個別健診が可能です。内容およ
び申し込みについて不明な点などありましたら、健康ほけん課 保健係までお問い合わせください。

健　診　名 対象者 個人負担 検査内容 健診費用額 備　　　　考

生
活
習
慣
病
健
診

国保若者健診 20〜39歳
国保加入者

基本
1,500円

継続受診＊1

800円
血圧、身体測定

尿検査、血液検査
心電図、眼底検査

（人間ドック標準コース
と同様の内容です）

10,120円
特定健診 40〜74歳

国保加入者

個別健診における特定健診は、医療機
関により心電図・眼底検査がない場合
があります。
※国民健康保険から社会保険に切り替
わった人は、特定健診を受診できません。

後期高齢者健診 後期高齢者
保険加入者 800円 8,030円

後期高齢者健診の心電図は、医師が必
要と判断した場合に実施します。
また、眼底検査が必要な人は後日、健
診結果に記載しお知らせ致します。

が
ん
検
診

結核・肺がん検診 40歳以上 500円 胸部のエックス線検査 2,200円 肺がん検診は結核検診を兼ねています。

胃がん検診 40歳以上 1,400円 胃部のエックス線検査
�（バリウム飲用） 5,060円

大腸がん検診 40歳以上 300円 便潜血検査（2日分） 1,848円

乳
が
ん
検
診

乳がん
エコー検診＊2

30〜39歳�の
女性

集団検診
800円

乳房の超音波検査
（視触診なし） 4,290円 30～39歳の人の乳がん検診は、集団

検診のみとなります。

乳がん
マンモグラフィー

検診＊2

40歳以上�の
女性

集団検診
1,400円

乳房のエックス線検査
（視触診なし）

40代 6,380円
50代以上 4,290円

個別検診
1,600円
（10月〜）

乳房のエックス線検査
（視触診なし）

40代 8,030円
50代以上 5,940円

乳がんマンモグラフィー検診は41歳、
子宮頸がん検診は 21 歳の女性が無料
です。

［乳がん検診の禁忌事項］
・妊娠中、授乳中、卒乳 3 カ月以内の
人はお控えください。

［子宮がん検診の注意事項］
・生理中の人は生理期間を避けた日に
ご受診ください。
※子宮頸がん検診は従来法から液状検

体法に変更になりました。

子宮頸がん検診＊2 20歳以上�の
女性

集団検診
1,500円

子宮頸部の細胞診�
および内診

5,170円

個別検診
2,000円

（9、10月〜）
6,820円

前立腺がん検診 50歳以上�の
男性 500円

血液検査による
前立腺腫瘍マーカー

（PSA）
1,870円

腹部超音波検診 25歳以上 1,000円
超音波（エコー）による
腹部（肝臓、腎臓、
すい臓など）の検査

3,960円

骨粗しょう症検診

40歳以上5歳刻みの男性
75歳以上5歳刻みの女性 700円 超音波（エコー）による

かかとの骨の骨密度
検査

2,090円 対象外でも費用を全額負担（2,090円）
されると、受診可能です。40、45、50、55、

60、65、70歳の女性 500円

肝炎ウイルス検診
40〜70歳で

今までに受けた
ことがない人

500円 血液検査 2,970円
過去に肝炎ウイルス検診に相当する検
診を受けたことがない 41、46、51、
56、61歳の人は無料です。

＊1 昨年度に引き続き特定健診・国保若者健診を受けられる21〜74歳の人は、今年度の個人負担は800円です。
＊2 乳がん検診・子宮頸がん検診の受診間隔は年1回です。

国
保
以
外
の
人
も
受
診
で
き
ま
す
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子
育
て

６
月
は
児
童
手
当
の

支
給
月
で
す	

　

４
月
〜
５
月
分
の
児
童
手
当
を
、
受
給
対

象
者
の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
の
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

■
支
給
日

　
６
月
10
日（
水
）

■
手
当
月
額（
対
象
児
童
１
人
に
つ
き
）

•
３
歳
未
満

　
第
１
子
・
第
２
子	

１
５
︐
０
０
０
円

　
第
３
子
以
降	

３
０
︐
０
０
０
円

•
３
歳
～
18
歳
の
年
度
末
ま
で

　
第
１
子
・
第
２
子	

１
０
︐
０
０
０
円

　
第
３
子
以
降	

３
０
︐
０
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ

　
こ
ど
も
未
来
課 

子
育
て
支
援
係

　
☎
０
９
６
７（
６
７
）２
７
１
５

南
阿
蘇
村
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

わ
く
わ
く
ひ
ろ
ば

	
 

　
「
わ
く
わ
く
ひ
ろ
ば
」は
、
乳
幼
児
か
ら
就

学
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
が
一
緒
に
遊
べ

る
、
親
子
の
交
流
や
育
児
の
情
報
交
換
の
場

で
す
。
毎
月
楽
し
い
行
事
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ど
な
た
で
も
無
料
で
利
用
で
き
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
開
設
日
時

　
毎
週
火
～
土
曜
日（
祝
日
は
閉
所
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
所

　

Ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
み
な
み
あ
そ
2
階

■
６
月
の
行
事
予
定

•
６
月
11
日（
木
）午
前
10
時
30
分
～

　
マ
マ
ヨ
ガ
w
i
t
h
ベ
ビ
ー（
要
予
約
）

　

身
体
を
動
か
し
て
、
心
身
と
も
に
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
？

•
６
月
25
日（
木
）午
前
10
時
30
分
～

　

４
・５
・
６
月
生
ま
れ
の
お
誕
生
会（
要
予

約
）

　
お
誕
生
日
以
外
の
お
子
さ
ん
も
参
加
で
き

ま
す
。
み
ん
な
で
お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
！

　
行
事
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
事

前
に
来
所
で
の
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
都
合
に
よ
り
開
所
日
時
の
変
更
や

行
事
予
定
の
変
更
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
わ
く
わ
く
ひ
ろ
ば

　
☎
０
９
６
７（
６
５
）８
５
８
０

健
　康

旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く

補
償
金
な
ど
の
受
付

に
つ
い
て	

 

　

昭
和
23
年
か
ら
平
成
８
年
ま
で
の
間
に
、

旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
き
優
生（
不
妊
）手

術
や
人
工
妊
娠
中
絶
を
受
け
ら
れ
た
人
に
対

し
て
、
補
償
金
な
ど
の
受
付
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。

【
補
償
金
】

■
対
象
者

　
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術
な
ど

を
受
け
た
ご
本
人
、
配
偶
者

※
本
人
や
配
偶
者
が
亡
く
な
ら
れ
て
い
る
場

合
は
そ
の
ご
遺
族

■
支
給
額

•
本　
人　
１
︐
5
0
0
万
円

•
配
偶
者　
　
　
5
0
0
万
円

【
優
生
手
術
・
人
工
妊
娠
中
絶
一
時
金
】

■
対
象
者

　
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術
ま
た

は
人
工
妊
娠
中
絶
を
受
け
た
ご
本
人（
現
在

ご
存
命
の
人
）

■
支
給
額

•
優
生
手
術　
　
　
3
2
0
万
円

•
人
工
妊
娠
中
絶　
2
0
0
万
円

■
請
求
期
限

　
令
和
12
年
１
月
16
日
ま
で

■
問
い
合
わ
せ

　
県
旧
優
生
保
護
法
一
時
金
受
付
・
相
談
窓
口

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
３
５
２

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

活
用
し
ま
し
ょ
う	

 

　

新
薬（
先
発
医
薬
品
）を
開
発
し
た
会
社

の
特
許
が
切
れ
た
後
、
別
の
会
社
が
同
じ
有

効
成
分
を
使
っ
て
、
製
造
・
販
売
す
る
薬
を

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発
医
薬
品
）と

い
い
ま
す
。

　
慢
性
的
な
病
気
に
よ
っ
て
薬
を
長
期
間
服

用
す
る
場
合
な
ど
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
薬
代
を
大
幅

に
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

自
己
負
担
分
を
除
い
た
薬
代
は
、
保
険
料
と

税
金
で
運
営
さ
れ
て
い
る
国
民
健
康
保
険
か

ら
支
払
わ
れ
る
た
め
、
薬
代
を
削
減
す
る
こ

と
で
国
民
健
康
保
険
か
ら
の
支
払
い
額
を
抑

制
し
、
保
険
料
や
税
金
の
負
担
減
に
も
な
り

ま
す
。

　
詳
し
く
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

募
集

お
知
ら
せ

講
座

み
な
み
あ
そ 

情
報
ひ
ろ
ば

村HP
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だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
ほ
け
ん
課 

医
療
保
健
係

　
☎
０
９
６
７（
６
７
）２
７
０
４

村HP

６
月
は

「
食
育
月
間
」で
す
！	

 

　
「
食
」は
、
私
た
ち
が
生
き
て
い
く
う
え
で

欠
か
せ
な
い
命
の
源
で
す
。

　
県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
が
人
生
1
0
0

年
時
代
を
健
康
で
心
豊
か
に
暮
ら
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
健
康
食
生
活
の
実
現
に
向
け

た
食
育
の
取
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
食
を
楽
し
む
こ
と
の
大
切

さ
や
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
、
災
害
時
へ
の

備
え
な
ど
、
家
族
や
身
近
な
人
と「
食
」に

つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
問
い
合
わ
せ

　
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
５
２

く
ら
し

県
か
ら
令
和
８
年
度 

狩
猟
免
許
試
験

の
日
程
に
つ
い
て

	
 

　
今
年
度
は
左
記
の
７
回
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
試
験
区
分
や
受
験
資
格
、
免
許
申
請
に
必

要
な
も
の
な
ど
、
詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
県
猟
友
会
主
催
の
狩
猟
免
許
試
験

初
心
者
講
習
会
が
例
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
程
な
ど
の
詳
細
は
熊
本
県
猟
友
会（
☎

０
９
６（
３
６
５
）６
６
６
１
）へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
県
自
然
保
護
課 

野
生
鳥
獣
班

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
７
５

　
県
北
広
域
本
部
阿
蘇
地
域
振
興
局 

林
務
課

　
☎
０
９
６
７（
２
２
）２
３
１
２

県HP

侵
入
防
止
柵
・
捕
獲
に
関
す
る

補
助
事
業
に
つ
い
て

	
 

　

村
で
は
、
有
害
鳥
獣
の
侵
入
防
止
・
捕
獲

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
補
助
し
ま
す
。

•
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
設
置
補
助（
国
庫

事
業
）…
柵
の
資
材
の
補
助

※
受
益
戸
数
が
３
戸
以
上
の
計
画
で
あ
る
こ

と
や
、
耐
用
年
数（
14
年
間
）の
期
間
中
、

柵
の
維
持
管
理
が
で
き
る
も
の
に
限
る

•
電
気
柵
設
置
補
助
…
補
助
率
３
分
の
２
以

内（
１
台
目
）、
２
台
目
以
降
は
本
体
の
み

２
分
の
１
以
内

•
忌
避
剤
購
入
補
助
…
補
助
率
２
分
の
１
以

内
、
上
限
５
万
円

■
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
員
に
な
ら
れ
た
人

へ
の
各
種
補
助

•
狩
猟
免
許
初
心
者
講
習
会
受
講
料
補
助
…

上
限
１・
１
万
円

※
免
許
取
得
後
、
村
の
鳥
獣
被
害
対
策
実
施

隊
員
と
し
て
業
務
を
遂
行
す
る
意
思
の
あ

る
人
に
限
る

•
箱
罠
お
よ
び
電
気
止
め
刺
し
機
購
入
補
助

…
補
助
率
２
分
の
１
以
内
、
上
限
２
万
円

•
猟
銃
購
入
補
助
…
補
助
率
２
分
の
１
、
上

限
10
万
円　
※
初
め
て
の
購
入
に
限
る

■
問
い
合
わ
せ

　
農
政
課 

林
務
整
備
係

　
☎
０
９
６
７（
６
７
）２
７
０
６

阿
蘇
き
ぼ
う
の
家

出
張
地
活
開
催	

 

　
村
に
お
住
ま
い
の
障
が
い
者
と
そ
の
家
族
、

そ
の
他
に
も
気
分
が
落
ち
込
ん
で
眠
れ
な
い
、

こ
も
り
び
と（
引
き
こ
も
り
）を
辞
め
た
い

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
心
の
こ
と
で
悩
ま
れ
て

い
る
人
や
そ
の
家
族
を
対
象
に
、
相
談
会
や

簡
単
な
脳
活
ク
イ
ズ
、
茶
話
会
を
行
い
ま
す
。

悩
み
ご
と
相
談
で
の
個
人
情
報
お
よ
び
内
容

は
秘
密
保
持
で
守
ら
れ
ま
す
。
脳
活
ク
イ
ズ

や
茶
話
会
の
み
で
も
参
加
可
能
で
す
。
ご
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　
６
月
23
日（
火
）午
後
１
時
～
２
時

■
場
所

　
役
場
東
会
議
室

■
内
容

•
相
談
支
援
事
業
所「
時
計
台
」相
談
員
に

よ
る
、
悩
み
ご
と
相
談

•
簡
単
な
脳
活
ク
イ
ズ
・
茶
話
会

■
参
加
費

　
無
料

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　
阿
蘇
き
ぼ
う
の
家　
三
井（
担
当
）

　
☎
０
９
６
７（
３
４
）０
５
８
０

実施日

令和8年6月21日（日）

令和8年7月11日（土）

令和8年8月8日（土）

令和8年9月12日（土）

令和8年10月3日（土）

令和8年11月14日（土）

令和9年２月６日（土）

玉名市民会館会議棟

中小企業大学校人吉校

宇城総合庁舎大会議室

熊本県立大学講義棟1号館

芦北総合庁舎大会議室

阿蘇総合庁舎大会議室

嘉島町民会館

実施場所

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回
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第
25
回 

熊
本
い
の
ち
の
電
話

チ
ャ
リ
テ
ィ
公
演
の
ご
案
内	

 

　
舞
踊
団
花
童
、
お
こ
と
や
詩
吟
、
ピ
ア
ノ

と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
よ
る
デ
ュ
オ
な
ど
の
演

奏
が
行
わ
れ
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
出
演
者
が

織
り
な
す
夏
の
楽
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
に
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
自
殺
予
防
熊
本
い
の
ち
の
電
話
の

活
動
の
紹
介
も
あ
り
ま
す
。

■
期
日

　
８
月
２
日（
日
）

■
開
演

　
午
後
２
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

　
（
開
場 

午
後
２
時
）

■
場
所

　
く
ま
も
と
森
都
心
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

■
チ
ケ
ッ
ト
料
金

　

２
︐
0
0
0
円

■
販
売
開
始

　
７
月
１
日（
水
）

■
定
員

　
4
8
9
人（
先
着
順
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　
熊
本
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

　
☎
0
9
6（
3
5
4
）4
3
4
3

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺
に
注
意
！	

　

国
民
健
康
保
険
料
の
納
付
依
頼
を
装
う

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
メ
ー
ル
か
ら
、
Pay
Pay

ア
プ
リ
で
の
支
払
い
へ
誘
導
し
、
送
金
さ
せ

る
手
口
の
報
告
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
内
容
の
メ
ー
ル
で
P
a
y
P
a
y
の
支

払
い
画
面
に
ア
ク
セ
ス
を
促
さ
れ
た
場
合
は
、

支
払
い
を
行
わ
な
い
よ
う
、
十
分
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
支
払
っ
た
金
額
は
、
P
a
y
P
a
y

か
ら
は
補
償
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
他
に
も
S
M
S
や
メ
ー
ル
を
装
い
、

偽
の
サ
イ
ト
へ
誘
導
し
て
個
人
情
報
を
入
力

さ
せ
よ
う
と
す
る
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺
に
関

す
る
相
談
も
全
国
的
に
増
え
て
い
ま
す
。
記

載
さ
れ
た
U
R
L
に
は
安
易
に
ア
ク
セ
ス

せ
ず
、
公
式
サ
イ
ト
や
正
規
の
ア
プ
リ
で
内

容
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
も
し
リ
ン
ク
先
に

ア
ク
セ
ス
し
て
も
、
安
易
に
個
人
情
報
を
入

力
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
消
費

者
相
談
室
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
・
問
い
合
わ
せ

　
南
阿
蘇
消
費
者
相
談
室

　
☎
０
９
６
７（
６
７
）２
２
４
４

あ
そ
未
来
創
造
塾
２
０
２
６

塾
生
募
集

	
 

 

　
あ
そ
未
来
創
造
塾
は
、
人
口
減
少
を
起
因

と
す
る
地
域（
企
業
）課
題
を
ピ
ン
チ
で
は

な
く
、
む
し
ろ
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
ビ
ジ
ネ

ス
で
解
決
す
る
人
材
の
育
成
と
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
の
創
出
を
目
指
し
、
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
の
事
業
承
継
や
新
規
事
業
を
産
学
官
金

が
連
携
し
て
支
援
し
、
ロ
ー
カ
ル
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
創
出
す
る
こ
と
で
、
阿
蘇
地
域
の

持
続
的
な
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

　
入
塾
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
塾
生
申
込
書

に
ご
記
入
の
う
え
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
ま
た
は

直
接
阿
蘇
Ｄ
Ｃ
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
期
間

　
令
和
８
年
７
月
～
令
和
９
年
３
月（
全
14
回
）

■
時
間

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

　
（
変
更
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）

■
定
員

　
12
人（
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
可
能
な
人
）

■
対
象

•
阿
蘇
地
域
に
在
住
ま
た
は
在
勤
で
、
阿
蘇

地
域
で
地
域
課
題
を
解
決
す
る
新
た
な
ビ

ジ
ネ
ス
を
創
出
す
る
意
欲
の
あ
る
人

•
30
歳
ま
で
の
人

■
締
め
切
り

　
６
月
19
日（
金
）

■
提
出
物

•
塾
生
申
込
書（
申
込
書
は
、
阿
蘇
Ｄ
Ｃ
お

よ
び
役
場
な
ど
で
配
布
す
る
他
、
阿
蘇
Ｄ

Ｃ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
）

■
申
し
込
み
先

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
阿
蘇
Ｄ
Ｃ

へ
持
参

■
受
講
料

　
無
料

■
会
場

　

ホ
テ
ル
サ
ン
ク
ラ
ウ
ン
大
阿
蘇
・
熊
本
市

国
際
交
流
会
館
他

■
問
い
合
わ
せ

　
公
益
財
団
法
人
阿
蘇
地
域
振
興
デ
ザ
イ
ン

セ
ン
タ
ー（
阿
蘇
Ｄ
Ｃ
）

　
☎
０
９
６
７（
２
２
）４
８
０
１

　
ＦＡＸ
０
９
６
７（
２
２
）４
８
０
２

　

sonoda-a@
asodc.or.jp

阿蘇DC公式HP

労
働
保
険
の
お
知
ら
せ	

 

　

令
和
８
年
度 

労
働
保
険（
労
災
保
険
・
雇

用
保
険
）の
年
度
更
新
期
間
は
、
６
月
１
日

（
月
）～
７
月
10
日（
金
）で
す
。
年
度
更
新

の
お
手
続
き
は「
電
子
申
請
」を
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。
窓
口
に
並
ば
ず
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
簡
単
・
便
利
に
手
続
き
が
で
き

ま
す
。

　
ま
た
、
保
険
料
を
電
子
納
付
に
よ
り
納
付

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
電
子
申
請
と
電
子

納
付
を
利
用
し
た
場
合
、
全
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
手
続
を
完
結
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
て
便
利
で
す
。

　
労
働
保
険
の
電
子
申
請
に
関
す
る
詳
細
は

特
設
サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

年度更新申告書
書き方パンフレット　

労働保険電子申請
特設サイト
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学 校 通 信

新
刊
・
新
着
情
報
！

〜
図
書
の
ご
案
内
〜

図
書
室
だ
よ
り

【
お
知
ら
せ
】

　

L
O
O
P
み
な
み
あ
そ
図
書
室
で
は
、
毎

月
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
た「
展
示
コ
ー
ナ
ー
」を

設
置
し
て
い
ま
す
。
６
月
の
テ
ー
マ
は
、「
雨

の
日
に
浸
る
物
語
」と「
心
と
体
を
整
え
る
発

酵
食
品
」で
す
。
梅
雨
は
お
う
ち
時
間
が
長
く

な
る
季
節
。
し
っ
と
り
と
読
書
を
楽
し
ん
だ
り
、

自
家
製
の
発
酵
食
に
挑
戦
し
た
り
し
て
、
室
内

で
の
時
間
を
豊
か
に
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

気
分
転
換
に
、
ぜ
ひ
図
書
室
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　今年度の全校児童は127人。自他の人権を尊重し合う授業づくりや人間関係づくり、
環境づくりを重視した「あったか学校」づくりを長年継続しています。今年度は「『元気と笑顔』があふれる学
校」を目指し、学校のリーダーとして、6年生には児童の主体性を伸ばすためのミッションが与えられていま
す。具体的には6年生が考案した「挨拶じゃんけん」を全校児童に呼びかけ、挨拶や1年生との交流を積極的に
行い、笑顔の輪を広げています。また、4年生以上の希望者による「文通プロジェクト」も継続します。昨年度
は地域の人との手紙のやりとりのほかに初めて茶話会を実施し、表情が見える交流ができたと好評でした。こ
のように、地域とのつながりや児童間のコミュニケーションを大切にし、学校教育目標の実現に向けて３つの
資質・能力を意識して取り組み、「元気と笑顔」のあふれる学校づくりを進めていきます。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

図
書
室

　
☎
０
９
６
７（
６
５
）８
５
８
１

教
育
委
員
会

　
☎
０
９
６
７（
６
７
）１
６
０
２

【
一
般
書
】

青
天

【出版】文藝春秋
【著者】若林正恭

【
児
童
書
】

き
ゅ
う
し
ょ
く
の
じ
か
ん

【出版】Gakken
【作・絵】加藤休ミ

【
電
子
図
書
】

S
N
S
で
映
え
る
！

3
0
0
円
で
人
気
の
ス
イ
ー
ツ

【出版】汐文社
【著者】宮沢うらら

【
コ
ミ
ッ
ク
】

夏
目
友
人
帳

【出版】白泉社
【著者】緑川ゆき

協力して理科の実験を行う6年生

南阿蘇村電子図書館

久木野小学校
令和８年度の教育目標について

手嶋淑恵校長にお話を伺いました。
令和8年度学校教育目標
夢に向かい、自ら学び、心を通わせ、挑戦を楽しむ久木野っ子
～「あったか学校」づくりを基盤として～

子どもたちに身につけたい資質・能力
◎考動力：自ら課題を見つけ、主体的に考え、行動する力
◎コミュニケーション力：自ら進んで表現し、発信する力
　　　　　　　　　　　  周りの人の立場や役割を理解し、協力する力
◎チャレンジ力：目標に向かって粘り強く努力する力
　　　　　　　  何事にも挑戦しようとする力

蔵書検索

学校HP
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みなみあそ観光局便り

村と人と
なんでも南部分署

〈問い合わせ〉高森警察署　☎0967（62）0110

POLICE Information ～警察署からのお知らせ～

一品どうぞ一品

紹介者
食の名人：後藤かよさん
　　　　　　（第1駐在）

　新しく、3種類の観光マップが完成しました。
　まずは、好評の「南阿蘇 五岳五湯 立ち寄り温泉マッ
プ」がリニューアル。3月に開業した木の香湯を含む南
阿蘇エリア14カ所の温泉施設を掲載し、五

ご

岳
が く

五
ご

湯
と う

それ
ぞれの泉質や効能も紹介しています。南阿蘇の温泉の
魅力がより伝わるMAPへと進化しました。
　また、「水源めぐり MAP」と「Minamiaso Art 
Museum Map」も新登場。「水源めぐりMAP」では各水
源の水質特性（硬度とpH）をグラフでわかりやすく解
説している他、水遊び場の有無や駐車場などの設備情

報も掲載。「Minamiaso 
Art Museum Map」で
は、村内 4 つの常設美
術館をイラストタッチ
の地図と共に紹介して
います。
　各マップは道の駅内の観光案内所など
で配布中です。ぜひお手に取ってご覧く
ださい。観光局のホームページにも掲載
しています。

　宮崎出身で、大学進学を機に熊本
へ引っ越された宮下さん。大学の授
業で初めて天文学に興味を持ち、博
士課程まで宇宙論を研究されました。
卒業後は大学で研究者になった後、
村にある天文台で案内や講話ができ
ることに魅力を感じ、現在の仕事に
就かれました。
　普段はフロントでの接客や清掃な
ど宿泊業全般と、その中でプラネタ

リウムや望遠鏡体験を含む「星空体
験ツアー」の案内をされています。
海外では心身の健康増進のために、
薬でなく博物館の見学で癒しを感じ
る「博物館浴」の研究が進んでいま
す。天文台でもそのウェルビーイン
グの回復が期待されており、その調
査研究に励んでいます。今後は星空
の動画配信の強化や、病院や施設に
望遠鏡を持っていくなどの取り組み

を始めて、多くの人に南阿蘇の星空
を届けたいそうです。
　休日は村内の飲食店などを訪れて
ご自身の見聞を広めている宮下さん。

「南阿蘇は星と暮らせる場所。疲れ
た時は、星空を見上げてリラックス
してほしい」と語られました。

3種の観光マップを新リリース
〈問い合わせ〉（一社）みなみあそ観光局　☎0967（67）2222

①ごぼうを2㎝ほどの長さに切り、
水にさらしてアクを抜く。

②水を切り、片栗粉をまぶして
油で揚げる。

③砂糖・醤油・酢・水は一緒に煮
溶かしておく。

④揚げたごぼうを③の甘酢に漬
け込む。最後にごまを散らし
て完成。

・ごぼう
・片栗粉
・砂糖
・醤油
・酢
・水
・ごま
・油

400ｇ
適量

大さじ2
大さじ2
大さじ2
大さじ2

少々
500ml

ごぼうの細い部分が余った時に考えた
一品。ごぼうは食物繊維が豊富で、腸

にも良いと言われてい
ます。酢の量はお好み
で調節してください。

作り方

材料（4人分）

「揚げごぼうの
  甘酢漬け」

………………
…………………

…………………
…………………
…………………
…………………
……………………
…………………

観光局HP

宮
み や

下
し た

 恭
よ し

光
み つ

さん
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みなみあそ観光局便り

村と人と
なんでも南部分署

〈問い合わせ〉高森警察署　☎0967（62）0110

POLICE Information ～警察署からのお知らせ～

ハートがたくさんの村づくり
差別のない、人への思いやりを大切にする、明るい南阿蘇村をつくりましょう。

一品どうぞ一品

　県内すべての住宅に住宅用火災警報器（住警器）の
設置が義務付けられて今年の6月で15年を迎えま
す。九州各県の消防本部では、6月1日を基準日と
して、九州一斉に住警器の普及・啓発キャンペーン
を展開しています。設置の必要な寝室や階段などに
まだ設置がお済みでない場合や電池切れなどのサイ
ンが出ている場合は、すみやかに設置または交換を
しましょう。
　住警器は少ない投資であなたの生命・財産を守り
ます。

　 住 警 器 に つ い て 、 詳 し く は 消 防 本 部 予 防 課 
（☎0967（34）0119）までお問い合わせください。

〈問い合わせ〉
総務課 人権政策係　☎0967（67）1111

みなさんのご家庭の住宅用火災警報器は大丈夫ですか？

〈問い合わせ〉阿蘇広域行政事務組合 消防本部 南部分署
☎0967（62）9034

　「男女共同参画社会基本法」の公布・施行日である平成11
年6月23日を踏まえ、毎年6月23日から29日までの1週
間を「男女共同参画週間」としています。

男女共同参画社会とは…
　「男女が、社会の対等な構成員として、自らの意思によっ
て社会のあらゆる分野における活動に参画する機会が確保さ
れ、もって男女が均等に政治的、経済的、社会的及び文化的
利益を享受することができ、かつ、共に責任を担うべき社
会」のことです。

男女共同参画社会の形成のためには…
　個人としての尊厳が重んぜられること、性別による差別的
取扱いを受けないこと、個人として能力を発揮する機会が確
保されることが重要です。

令和 8 年度「男女共同参画週間」キャッチフ
レーズ『あなたらしさが、社会のチカラ』
　性別にかかわらず、一人ひとりが持っている個性や能力を
十分に発揮することができる社会を実現するためには、一人
ひとりの取り組みが必要です。この機会にいろんな立場に
なって、自分にできることは何か考えてみませんか？

6 月 23日から 29日は、「男女共同参画週間」です。

　近年、全国的に豪雨や台風、地震による大規模災
害が相次いで発生しており、大きな被害をもたらし
ています。日頃から、食料や生活用品の準備をし、
避難要領を確認するなど、起こりうる災害に備える
ことが大切です。

災害への備えは大丈夫ですか？

　避難で重要なことは、「空振りをおそれないこと」
です。「このくらいなら大丈夫だろう」と過信するこ
となく、最新の気象情報を参考に、危険が迫る前の
明るい時間帯に予防的避難を心掛けましょう。

◆予防的避難の重要性

　自治体のホームページなどで正確な情報を入手し、
安易に偽・誤情報を投稿・拡散しないようにしましょう。

◆正しい防災情報の入手

◯河川の氾濫・洪水や、土砂崩れ・土石流にも注意しましょう。
◯雨風が強いときに、田畑の様子を見に行ったり、屋根などの
高所で作業したりすることは大変危険ですのでやめましょう。

◯日頃利用している食料品や生活必需品
を少し多めに購入しておく「日常備蓄」
ならば比較的簡単で無駄にならない備
蓄ができます。ライフスタイルにあわ
せて家庭で必要なものを準備しておき
ましょう。
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教えて！ 村長さん
　現在、村では子供たちが安心して暮らし、学べる環境を整えるため、子育て・教育に力を入れてい
ます。今回は子育てをテーマに、現状と今後の展望をお伝えします。（敬称、敬語は省略）

小
中
学
校
の
給
食
が
無
償
化
に
な

り
ま
し
た
。
他
に
も
食
育
の
取
り

組
み
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

令
和
８
年
４
月
か
ら
、
国
主
導

の
も
と
公
立
小
学
校
に
通
う
全
て

の
児
童
を
対
象
に
、
給
食
無
償
化
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
本
村

で
は
、
小
学
校
の
み
な
ら
ず
中
学
校
ま

で
拡
充
し
て
、
給
食
費
を
無
償
化
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
は
半
額
補
助
で
し
た

が
、
よ
う
や
く
無
償
化
が
実
現
し
、
物

価
高
騰
の
中
で
も
子
供
た
ち
が
安
心
し

て
給
食
を
食
べ
ら
れ
る
環
境
が
整
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、
食
材
は
積
極
的
に
村
内
の
有

機
農
作
物
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
村
環
境
保
全
農
業
推
進
協
議
会
に
加

盟
し
て
い
る
農
家
が
育
て
た
も
の
で
、

地
産
地
消
に
も
繋
が
り
ま
す
。
他
に
も

昨
年
度
は
1
学
期
に
1
回
実
施
し
て
い

た
取
り
組
み
を
今
年
度
か
ら
毎
月
1
回

に
増
や
し
、「
ふ
る
さ
と
あ
か
牛
デ
ー
」

と
銘
打
っ
て
、
毎
月
異
な
る
献
立
で
あ

か
牛
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
ふ
る
さ
と
く
ま
さ
ん
デ
ー
」で
は
、

県
内
の
特
産
物
や
郷
土
料
理
が
並
び
ま

す
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
で
、
子
供
た

ち
に
は「
食
」を
通
し
て
ふ
る
さ
と
の

自
然
や
食
文
化
、
産
業
に
触
れ
て
も
ら

い
、
生
き
る
力
と
豊
か
な
人
間
性
、
感

謝
の
心
を
育
ん
で
ほ
し
い
と
考
え
て
い

ま
す
。他

に
村
で
は
ど
の
よ
う
な
子
育

て
支
援
政
策
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
か
？

　
近
年
の
温
暖
化
に
対
応
す
る
た
め
、

早
急
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
小
中

学
校
の
全
体
育
館
へ
の
空
調
設
備
設
置

で
す
。
夏
本
番
を
迎
え
る
前
の
６
月
中

旬
ま
で
に
、
22
台
の
設
置
を
計
画
し
、

年
間
を
通
し
て
子
供
た
ち
が
快
適
に
過

ご
せ
る
学
校
環
境
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
始
め
た
修
学
旅

行
費
の
半
額
補
助
も
継
続
し
ま
す
。
今

後
も
社
会
情
勢
や
環
境
を
鑑
み
な
が
ら
、

保
護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
で

き
る
こ
と
は
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

保
育
園
の
施
策
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　
課
題
と
な
っ
て
い
た
0
歳
児
の
受

け
入
れ
は
、
今
年
度
の
保
育
士
の
増

員
に
よ
り
、
現
在
3
園
と
も
待
機
児
童

は
解
消
し
て
い
ま
す
が
、
昨
年
８
月
に

起
き
た
重
大
事
故
を
受
け
て
、
今
一
度
安

全
な
保
育
環
境
と
体
制
づ
く
り
を
整
え
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
保
護
者
の
協
力
や

保
育
士
の
働
き
方
の
見
直
し
が
必
要
で
す
。

そ
し
て
、
村
内
３
園
の
現
状
を
把
握
し
、

今
後
の
公
立
保
育
園
の
あ
り
方
を
協
議
す

る
た
め
、
５
月
に「
第
１
回 

南
阿
蘇
村 

公
立
保
育
園
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
」の

会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
８
月
中
に
答
申

を
取
り
ま
と
め
、
半
年
以
内
に
は
現
場
に

反
映
で
き
る
よ
う
、
前
向
き
に
進
め
ま
す
。

ま
た
現
在
、
土
曜
保
育
も
３
園
で
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
今
後
の
運
営
を
慎
重
に
検

討
し
て
い
ま
す
。
子
供
た
ち
が
家
庭
で
過

ご
す
時
間
を
増
や
す
観
点
と
必
要
な
人
へ

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
環
境
整

備
の
両
立
に
取
り
組
み
ま
す
の
で
、
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

最
後
に
、
村
民
の
皆
さ
ん
へ

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
村
は
子
育
て
支
援

に
力
を
入
れ
ま
す
が
、
子
育
て
の
原
点

は
家
庭
に
あ
り
、
保
護
者
の
愛
情
と
協

力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
村
で
は

村
内
雇
用
の
創
出
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
村
外
へ
の
通
勤
時
間
が
短
縮
で
き

れ
ば
、
子
供
た
ち
と
過
ご
す
時
間
が
増

や
せ
ま
す
。
併
せ
て
、
育
休
や
時
短
制

度
の
利
用
を
促
進
し
、
子
供
の
成
長
を

し
っ
か
り
見
守
れ
る
社
会
環
境
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

　
そ
し
て「
療
育
」は
現
在
、
保
護
者
が

送
迎
に
時
間
を
割
い
て
い
る
負
担
や
、

支
援
を
受
け
る
こ
と
へ
の
心
理
的
な

ハ
ー
ド
ル
を
解
消
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。
今
後
は
、
現
在
行
っ
て
い
る

保
育
園
へ
の
専
門
家
巡
回
を
さ
ら
に
一

歩
進
め
、
子
供
た
ち
が「
い
つ
も
の
場

所
」で
、
よ
り
日
常
的
に
専
門
的
な
支
援

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
体
制
の
構
築
を

目
指
し
ま
す
。
保
育
と
療
育
が
よ
り
深

く
溶
け
合
う
こ
と
で
、
全
て
の
子
供
た

ち
の
個
性
に
寄
り
添
っ
た
細
や
か
な
サ

ポ
ー
ト
が
で
き
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。

　

未
来
の
村
を
創
り
、
中
心
と
な
っ
て

い
く
の
は
子
供
た
ち
で
す
。
未
来
の
担

い
手
を
育
て
る
こ
と
な
く
し
て
、
持
続

可
能
な
村
づ
く
り
は
有
り
得
ま
せ
ん
。

私
は
こ
れ
か
ら
も「
村
づ
く
り
は
人
づ
く

り
」の
信
念
で
、
教
育
環
境
の
充
実
と
子

育
て
支
援
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

QA

QA

QA

教育環境と村の子育て支援について

QA

5月に提供されたあか牛そぼろ丼
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教えて！ 村長さん
3歳になったよ!3歳になったよ!

3歳のお誕生日を迎えるお子さんを募集しています。
専用フォームに必要事項を入力のうえ、写真を添えてお申込みください。 お申込みは

こちらから

役場時間外の対応について
土日・祝日・年末年始（12 月 29
日〜1月3日）の午前8時〜午後
6時は警備員が正面玄関東側の時
間外受付窓口に常駐しますので、
ご用の際はインターホンを押し
てください。夜間（平日も含む
午後 5 時 30 分～翌日午前 8 時）
は機械警備となり、無人となり
ます。
※夜間は、代表電話（☎ 0967
（67）1111）のみ警備会社に転
送されます。内容の聞き取り
をし、必要に応じて、当日又
は翌日以降に役場担当者から
折り返します。

※村主催の会議時は通常どおり
正面玄関から入れます。

•総　務　課
•議会事務局
•会　計　課
•政策観光課
•税　務　課
•住　民　課
•福　祉　課

•健康ほけん課
•こども未来課
•水 資 源 課
•農　政　課

•建　設　課
•教育委員会事務局

☎（67）1111
☎（67）1553
☎（67）2701
☎（67）1112
☎（67）2703
☎（67）2702
☎（67）2705
☎（67）2709
☎（67）2704
☎（67）2715
☎（67）3176
☎（67）2706
☎（67）2707
☎（67）3178
☎（67）1602

······
······
······
······
······
······
······

···
···

······
······

······
···

▼
梅
雨
の
季
節
で
す
。
新
し
い
防
災
気
象
情
報
で

は
、
全
て
の
災
害
に
つ
い
て「『
レ
ベ
ル
４
・
紫
色

の
表
示
』で
原
則
全
員
避
難
」に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
お
知
り
お
き
く
だ
さ
い
。
▼
長
く
て
暑
い
夏

が
や
っ
て
き
ま
す
ね
。
今
年
の
夏
は
、
少
し
は
運

動
を
し
た
い
で
す
。
少
し
は
…
！（
田
上
）

■南阿蘇村役場　　河陽1705番地1·········· …☎（67）1111（代表）村
観
光
情
報
を

発
信

Instagram

村
行
政
情
報
を

発
信

LINE

村
行
政
情
報
を

発
信

X

村
H
P
の
新
着

記
事
掲
載
を

お
知
ら
せ

Facebook

Information公式SNS編集後記 〈市外局番0967〉

小
こ

林
ばやし

 莉
り

紘
ひろ

くん
中松一

保護者 紘和さん・恵里さん

2023年6月14日生まれ

じ
い
じ
！
ば
あ
ば
！

い
つ
も
、
あ
り
が
と
う
☆

和
わ

田
だ

 三
み

知
ち

嵩
たか

くん
両併二

保護者 明さん・弥海さん

2023年6月25日生まれ

ウ
ル
ト
ラ
セ
ブ
ン
だ
〜
い
す
き
！

デ
ュ
ワ
ッ
!!

富
高　
睦む

久く

く
ん

〈
春
樹
・
那
奈
・
白
川
〉

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん	

〈
敬
称
略
〉

大
津　
久
雄
・
第
９
駐
在

長
野　
文
明
・
長
野

西
元　
義
隆
・
下
野

山
岸
美
惠
子
・
東
京
都

〈
亡
母
・
大
津
千
鶴
子
〉

〈
亡
妻
・
長
野
順
子
〉

〈
亡
妻
・
西
元
征
子
〉

〈
亡
母
・
山
岸
ツ
ギ
エ
〉

社
協
告
知
板	

〈
敬
称
略
〉

〈　
〉内
は
保
護
者
・
行
政
区

山
岸
ツ
ギ
エ

長
野　
順
子

飯
法
師
フ
ミ
子

中
川　
勝
幸

大
塚
セ
ツ
オ

嘉
村　
信
行

大
田
黒
セ
ツ
子

月
足　
勝
広

〈
本
人
・
白
川
〉

〈
文
明
・
長
野
〉

〈
武
男
・
第
２
駐
在
〉

〈
本
人
・
吉
田
三
〉

〈
浩
一
・
中
松
三
〉

〈
本
人
・
第
７
駐
在
〉

〈
本
人
・
白
川
〉

〈
本
人
・
中
松
一
〉

お
く
や
み	

〈
敬
称
略
〉

〈　
〉内
は
世
帯
主
・
行
政
区

84
歳

76
歳

83
歳

78
歳

94
歳

81
歳

100
歳

93
歳

※
戸
籍
届
出
時
の
住
民
登
録
に
基
づ
き
記
載
し
て
お
り
ま
す
。

（
同
日
転
入
の
場
合
は
除
く
）

次
の
人
か
ら
南
阿
蘇
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

香
典
返
し

佐
藤　
照
子
・
栃
木

和
光
市
社
会
福
祉
協
議
会
・
埼
玉
県
和
光
市

熊
本
県
人
会
和
光
・
埼
玉
県
和
光
市

一
般
寄
付
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南阿蘇カレンダー 2026年6月

1 月 軽自動車税（全期）
固定資産税（第1期）納期限  長陽

2 火  白水
久木野

3 水  白水
長陽

4 木 7カ月児健診（保健センター）  長陽   久木野

5 金  白水
久木野

6 土

7 日

8 月  長陽

9 火  白水
久木野

10 水 移動図書館（白水ルート）  白水
長陽

11 木 歯っぴい健診（保健センター）
ママヨガwithベビー（わくわくひろば）  長陽   久木野

12 金 移動図書館（長陽ルート）  白水
久木野

13 土

14 日

15 月  長陽

16 火 4カ月児健診（保健センター）  白水
久木野

17 水 家庭用廃食油回収日（住民課）  白水
長陽

18 木  長陽   久木野

19 金  白水
久木野

20 土

21 日

22 月  長陽

23 火  白水
久木野   長陽

24 水  白水
長陽   久木野

25 木 1歳6カ月児健診（保健センター）
4・5・6月生まれのお誕生会（わくわくひろば）  長陽   白水   久木野

26 金  白水
久木野

27 土

28 日

29 月 村県民税（第1期）口座振替日  長陽

30 火 村県民税（第1期）納期限  白水
久木野

可燃ごみ 不燃ごみ ビン・缶類 新聞・雑誌ダンボール ペットボトル 布類

内　容 日　時 備　考
南阿蘇朗読の会

「ことば」
3日（水）
15：00〜16：00

声に出して読む
源氏物語の会

6日（土）
14：00〜16：00

要予約
☎0967（65）8581

南阿蘇学講座
「南阿蘇の寺社
（正教寺）」

13日（土）
13：30〜15：30

要予約
☎0967（65）8581

絵本を楽しむ会 17日（水）
10：30〜12：00

声に出して読む
源氏物語の会

20日（土）
14：00〜16：00

要予約
☎0967（65）8581

南阿蘇村図書室（6月）

日 病　院 連絡先

7日（日） 良見内科医院 高森町高森	 ☎0967（62）0646

14日（日） 渡邉内科 南阿蘇村河陰	 ☎0967（67）1777

21日（日） 渡邉総合内科クリニック 高森町高森	 ☎0967（65）2201

28日（日） いしだクリニック 西原村小森	 ☎096（279）2500

休日当番医（6月）

相　談 日　時 場　所 備　考

育児相談 2日（火）
9：00〜16：00

役場
こども未来課
子育て支援係

要予約
☎0967（67）2715

子育て
心理相談

1日（月）
10：00〜15：00

役場1階
西会議室

要予約
☎0967（67）2715

18日（木）
10：00〜14：00

役場1階
西会議室

要予約
☎0967（67）2715

ジョブカフェ
就職相談会

24日（水）
13：30〜16：00

役場2階
小会議室

☎0967
（22）8187

消費者相談 毎週（火）（木）
10：00〜15：00

総務課
消費者相談

☎0967
（67）2244

6月のイベント情報

青葉の季節のアートフェスタ2026
日　時 	5月30日（土）～6月7日（日） 10：00～16：00
場　所 	村内各工房・アトリエ
村内で活動する作家たちによる作品展。陶芸や絵画、雑貨な
ど、村ならではの感性と幸せを感じさせる作品が集まります。
全7カ所のアトリエ、ギャラリーがそれぞれ展示会場になって
おり、村内を巡って作家たちとも触れ合いながらアート作品に
触れることができます。

南阿蘇の青空レストラン
日　時 	6月6日（土）・7日（日） 10：00〜16：00
場　所 	あそ望の郷くぎの芝生広場
今回で10回目の恒例イベント。各日、県内で人気のキッチン
カー20台以上やハンドメイド作家が出店し、フリーマーケット
も併せて開催されます。美味しいグルメを食べたり、雑貨を見
たりと、自由にゆったりとしたひとときを過ごせます。

イベントは予告なく変更になる場合があります。最新情報は各イベントの HP や
SNSなどをご確認ください。

各種相談（6月）
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